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社会的 主観的 事実的 わからない



























は, 2年生0パー セント, 4年生5パー セント, 6年生24パーセントである。混合的説明を加えて

























的説明も含めて社会的関係に言及した者は, 2年生lo%, 4年生27%, 6年生 6%であつた。ごく
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いるのに対し,「貸付け」まで指摘できる子どもは, 2年生で0人, 4年生で2人, 6年生で8人と
1     少数であったことと対応している。







Struss,A.L., 1954,The development of conception of rules in children,Child Development,25,193‐208
Berti, A E. and Bombi A S, 1981, The development of the concept Of money and its value i a
longtitudinal study,Cllild Development,52,1179‐1182,
9)社会認識に関して一連の研究を行つてきたのは,フアースである。その全体は,次の本にまとめられている。
Furth,G.H,1989,The world of grown‐ups,加藤泰彦・北川歳昭 (訳)ピアジェ理論と子どもの世界 北大
路書房 1987
俗)場面に拘束された思考については,次の論文参照。
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